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　2020年度、国立大学として初めて「１法人複数大学」
の枠組みで岐阜大学とともに「東海国立大学機構」を立ち
上げた名古屋大学は、前例主義にとらわれない自由闊達の
学風で知られます。旧帝国大学のうち歴史は最も浅いです
が、大学にゆかりのあるノーベル賞受賞者が６人もいると
いうのは、その表れでしょう。
　杉山直総長は22年４月の就任時、名古屋大学を野心あ
ふれる研究者が集まり、切磋琢磨する新たな「梁山泊」に
する志を掲げました。多様性が生み出す知の相互作用は一
大学の枠を飛び越え、他大学や地域社会、企業を巻き込み、
さらには国際展開を通じて「大学」のかたちを拡張しよう
としています。そこから孵化する「勇気ある知識人」の活
躍に、大きな注目が集まっています。

人
と
人
と
の
「
相
互
作
用
」
を
最
大
化
し
て

足
跡
が
つ
い
て
い
な
い
分
野
を
切
り
開
く

開
か
れ
た
大
学
に
吹
く
自
由
闊
達
な
学
風
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大
学
を
〝
結
び
つ
く
〞
場
所
へ

新
た
な
発
信
拠
点
が
始
動

　

名
古
屋
大
学
に
は
他
大
学
の
よ
う
な
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
「
門
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。

主
要
学
部
を
置
く
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
真

ん
中
に
名
古
屋
市
営
地
下
鉄
名
城
線
の
名

古
屋
大
学
駅
が
あ
る
の
で
、
誰
で
も
自
由

に
敷
地
に
出
入
り
で
き
ま
す
。
よ
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
名
古
屋
大
学
か
ら
６
人
も
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
た
背
景
に
は
、

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
の
創
立
か
ら
受

け
継
が
れ
る
自
由
闊
達
な
学
風
が
あ
り
ま

す
が
、
大
学
の
内
と
外
を
分
か
つ
門
が
な

い
と
い
う
の
は
ど
こ
か
象
徴
的
で
す
。

　

そ
ん
な
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
25
年

春
、
ユ
ニ
ー
ク
な
交
流
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。Com

m
on Nexus

（
コ
モ
ン
ネ

ク
サ
ス
）  （1）
と
名
づ
け
ら
れ
、
多
人
数
で

大
画
面
を
楽
し
め
る
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、

料
理
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
交
流
で
き
る

キ
ッ
チ
ン
完
備
の
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
、
人
と

人
が
出
会
い
、
共
創
活
動
か
ら
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
学
が
企
業
や
地
域
住
民
も
巻
き

込
み
な
が
ら
、
新
た
な
発
信
拠
点
を
構
え

る
意
義
に
つ
い
て
杉
山
直
総
長
は
こ
う
話

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
課
題
解
決
能
力
を
養

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
コ
モ
ン
ベ
ー
シ
ッ

ク
ス
と
し
て
数
理
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
の

強
化
、
初
修
外
国
語
（
第
２
外
国
語
）
の

改
革
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
学
部
学
生
必
修

の
数
理
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
で
は
、
社
会

の
様
々
な
場
面
で
新
し
い
価
値
を
生
み
出

す
基
盤
と
な
る
デ
ー
タ
分
析
能
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
に
、
そ
の
基
礎
的
知
識
と
汎

用
的
な
分
析
技
能
の
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教

育
を
25
年
度
か
ら
全
学
部
学
生
に
必
修
化

し
ま
し
た
。
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・
シ
リ
ア

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
  （2）

を
拠
点

に
、
卓
越
し
た
人
材
と
し
て
社
会
に
貢
献

し
よ
う
と
す
る
心
構
え
と
未
来
へ
の
想
像

力
と
成
果
を
出
す
た
め
の
行
動
に
つ
な
が

る
幅
広
い
視
野
と
思
考
を
学
び
ま
す
。
全

て
の
学
生
が
こ
の
「
起
業
家
精
神
」
を
得

る
必
要
性
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

杉
山
総
長
は
「
Ａ
Ｉ
が
台
頭
す
る
時
代
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
出
せ
な
か
っ
た
ら

人
間
の
価
値
が
な
い
。
実
際
に
起
業
を
す

る
・
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
社
会
で
勇
気

あ
る
知
識
人
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
課
題
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
目

を
開
き
、
新
し
い
価
値
を
興
し
て
い
く
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
精
神
は
絶
対
に
必
要
だ

と
思
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

し
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
名
古
屋
大
学
に
は
大
規
模

な
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
名
古
屋
大
学
駅
か
ら
大
学
の
中
心
へ

向
か
う
学
生
の
動
線
を
作
り
、
そ
こ
に
教

職
員
や
企
業
、
市
民
が
つ
な
が
っ
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
研
究
者
と
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示
や
こ
の

施
設
で
の
活
動
を
発
表
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
開
催
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
東
山

キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
辺
に
は
南
山
大
学
や
中

京
大
学
、
名
城
大
学
と
大
学
が
集
中
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
学
生
が
集
ま
れ
る
ス

ペ
ー
ス
に
も
な
り
ま
す
。
大
学
を
人
々
が

〝
結
び
つ
く
〞
場
所
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

「
勇
気
あ
る
知
識
人
」
を
育
成
す
る

先
導
的
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

知
の
営
み
を
一
大
学
の
枠
内
に
と
ど
め

ず
、
学
び
の
対
象
を
広
く
世
に
求
め
、
得

ら
れ
た
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て
い
こ
う

と
す
る
姿
勢
は
、
育
成
す
る
人
間
像
で
あ

る
「
勇
気
あ
る
知
識
人
」
と
い
う
言
葉
と

重
な
り
ま
す
。
十
分
な
知
識
・
技
能
を
土

台
と
し
、
躊
躇
せ
ず
に
課
題
に
立
ち
向
か

う
創
造
性
と
探
究
心
を
持
っ
た
人
材
の
こ

と
で
す
が
、
そ
こ
で
名
古
屋
大
学
が
重
視

す
る
の
が
、
学
部
１
年
生
か
ら
大
学
院
生

ま
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
学
ぶ
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
教
育
と
、
外
国
語
な
ど
ス
キ
ル
と
し
て

の
コ
モ
ン
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
教
育
で
す
。

22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
し
て
「
超
学

部
セ
ミ
ナ
ー
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
学

部
を
超
え
た
チ
ー
ム
を
組
み
、
自
主
的
に

（1） Common Nexus
　東海国立大学機構が名古屋大学東山キャンパ
スに設置する学生、企業、市民らの交流施設。
名古屋大学駅から中央図書館までのスペースに
位置し、地下１階・地上１階、約7000㎡の建物。
名称は、それぞれの個性を持った個人/団体が
集い、出会いや交流、お互いの協力によるつな
がりが生まれることで、一つの共通の場（＝
Common Nexus）を形作りたいとの思いが込め
られており、愛称ComoNe（コモネ）は学生の
投票により決まった。

（2）  ディープテック・シリアルイノベー
ションセンター

　学部から大学院博士課程まで階層的に大規模
で学際的なアントレプレナーシップ教育を行う。
単なる「起業家育成」の教育ではなく、企業人、
研究者、全ての社会人に必要な基礎力育成を目
的とする。学部生向けカリキュラムとして１年
次には「アントレプレナーシップ初歩」、２年
次には「社会課題解決とアントレプレナーシッ
プ」「イノベーション基礎」「シリアル・イノ
ベーション」といった科目が用意されている。

（3） 戦略的パートナー大学
　双方向の連携活動を互恵的に推進する海外の
有力大学で、名古屋大学の国際展開の拠点とな
る。ノースカロライナ州立大学、シンガポール
国立大学の他にも、23年11月に独フライブルク
大学と戦略的パートナーシップ大学協定を締結
し、グローバルキャンパス準備室が設置されて
いる。また24年７月に英エディンバラ大学とも
協定を結んだ。名古屋大学は大学院医学系研究
科がフライブルク大学医学部と、理学研究科が
エディンバラ大学理工学部との間で共同で学位
を授与するジョイント・ディグリー協定を結ん
でいる。

（4） 総合型選抜
　25年度入試（25年４月入学）で、名古屋大学
として初めてとなる総合型選抜が理学部で実施
される。大学入学共通テストを課す学科と課さ
ない学科があり、前者は数理▽物理▽地球惑星
科の３学科、後者は化▽生命理の２学科。５学
科合計で定員は25人。理学部では１年次は学科
に属さず、希望や成績などによって２年次から
各学科に分かれるが、総合型選抜による入学者
は優先的に合格した学科に進むことができる。

海
外
有
力
大
学
と
の
連
携

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
で

国
際
的
な
経
験
を

　

勇
気
あ
る
知
識
人
に
と
っ
て
も
う
一
つ

必
要
な
要
素
は
国
際
的
な
経
験
で
す
。
名

古
屋
大
学
は
22
年
度
、
新
た
な
国
際
戦
略

で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ル
チ
キ
ャ
ン

パ
ス
構
想
」
を
始
動
し
ま
し
た
。
23
年
３

月
に
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
  （3）

と
位
置

付
け
る
米
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学

の
中
に
名
古
屋
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
が
設
置
さ
れ
、
常
駐
ス
タ
ッ
フ
が
学

生
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
留
学
を
後
押
し

す
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

23
年
度
は
双
方
向
で
約
１
５
０
人
の
交
流

実
績
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ジ
ア
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大

学
に
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
主
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
が
目
的
で
す
。
向
こ
う
の
優
秀
な
大
学

生
が
、
名
古
屋
の
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
し
た
り
、
名
古
屋
大
学
か
ら
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
へ
研
修
す
る
機
会
を
提
供
す
る
な

ど
、
互
い
に
行
き
来
し
て
学
べ
る
体
制
が

実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
」（
杉
山
総
長
）

デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
を
核
と
し
た

「
融
合
研
究
」

　

研
究
分
野
創
出
の
取
り
組
み
に
お
い
て

は
、
分
野
の
壁
を
超
え
た
融
合
研
究
と

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
活
用
が
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
４
月
に
は
、

文
系
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
駆
動
型
研

究
を
推
進
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
人
文

社
会
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し

ま
し
た
。
ま
た
文
系
・
理
系
の
枠
を
超
え

た
取
り
組
み
と
し
て
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を

ミ
ュ
ー
粒
子
に
よ
っ
て
透
視
す
る
試
み
や
、

歴
史
的
文
献
か
ら
激
甚
太
陽
風
な
ど
太
陽

活
動
の
情
報
を
得
る
取
り
組
み
も
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。「
全
く
新
し
い
サ

イ
エ
ン
ス
を
作
ろ
う
と
思
う
と
、
分
野
間

の
連
携
・
融
合
が
と
て
も
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
人
と
人
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
（
相
互
作
用
）
を
最
大
化
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
者
を

中
心
に
生
き
の
い
い
若
い
人
が
加
わ
り
、

切
磋
琢
磨
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
空
気
が
大
学
全
体
に

充
満
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め

の
核
に
な
る
ス
ペ
ー
ス
も
作
っ
て
い
く
つ

も
り
で
す
」
と
杉
山
総
長
は
話
し
ま
す
。

入
試
改
革
で
は
「
女
子
枠
」
が
拡
充

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
を
サ
ポ
ー
ト

　

社
会
と
の
連
携
か
ら
国
際
展
開
、
そ
し

て
教
育
・
研
究
に
お
け
る
分
野
融
合
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
次
元
で
〝
垣
根
を
下
げ
る
〞

努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
さ
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
輩
出
の

培
地
で
も
あ
っ
た
「
梁
山
泊
」
の
雰
囲
気

を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
ま
す
が
、
そ
ん
な
多
様

な
人
々
に
よ
る
磨
き
合
い
の
場
と
す
る
た

め
に
、
名
古
屋
大
学
は
入
試
改
革
を
進
め

て
い
ま
す
。
23
年
度
入
試
（
23
年
４
月
入

学
）
で
工
学
部
の
学
校
推
薦
型
選
抜
に
新

設
さ
れ
た
「
女
子
枠
」
が
25
年
度
入
試
か

ら
拡
充
さ
れ
、
化
学
生
命
工
▽
電
気
電
子

情
報
工
▽
機
械
・
航
空
宇
宙
工
▽
エ
ネ
ル

ギ
ー
理
工
の
４
学
科
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
25
年
度
入
試
で
は
理
学
部
が
新
し
く

総
合
型
選
抜
  （4）

を
実
施
し
ま
す
。

　

杉
山
総
長
は
受
験
生
に
向
け
て
こ
ん
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。「
入
学
式
で

私
は
い
つ
も
新
入
生
に
『
失
敗
し
て
く
だ

さ
い
』
と
伝
え
ま
す
。
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
重
要
で
す
。
世
界
初
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
実
現
し
、
赤
﨑
勇
先
生
と
共
に
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
天
野
浩
先
生

（
名
古
屋
大
学
卓
越
教
授
）
は
材
料
で
あ

る
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
の
結
晶
化
に
１
５
０
０

回
失
敗
し
た
と
い
い
ま
す
。
失
敗
し
て
も

諦
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
は

若
者
の
特
権
で
も
あ
る
し
、
我
々
は
そ
れ

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。
そ
う
い
う
勇
気
あ

る
知
識
人
を
目
指
す
人
は
、
ぜ
ひ
名
古
屋

大
学
で
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
」

Common Nexus 2025年春開館予定

名古屋大学　

豊田講堂（登録有形文化財） ノーベル賞展示室
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